
年度　授業計画（シラバス）

15 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定

１．看護業務と事故発生要因
２．誤薬と与薬事故　３．患者誤認　４．針刺し事故
５．医療機器トラブル　６．チューブトラブル

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護業務を行う際のリスクをふまえ、看護業務（療養上の世話）に
関わる事故とその背景、要因、対策について説明できる

各コマに
おける

授業予定

１．転倒転落
２．誤嚥・異食残渣
３．入浴中の事故

2024

その他 授業の方法

授業時数(単位数)必修

講義の復習をして次回に臨む

筆記試験（80％）、演習における討論参加状況　(20％）

第
4
回

内　　　容

医療安全の意味とその重要性、看護職の法的規定との関連につ
いて説明できる

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

テキストP161～
171
テキストP172～
175　P201～202
ＰＰ

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護業務を行う際のリスクをふまえ、看護業務（診療の補助業務）
に関わる事故とその背景、要因、対策について説明できる

科  目  名

　　看護学科

　　医療安全

科　目　区　分

1.講義資料
2.テキスト：ナーシンググラフィカ 看護の統合と実践② 医療安全（メディカ出版）

医療安全はリスクマネジメントから患者安全へ移行、事故予防から発生時の対応、再発防止といった連続的な関わりとして取り
組まれる。その目的はケアの対象者及び提供者も含めた医療の質の確保・向上であり、その中軸となるものは医療従事者の責
務の自覚と実践である。　ここでは、医療安全対策の動向及び医療従事者としての専門職倫理・責務について概説、事故分析
と対応について学ぶ。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

新館4階201号室　　３学年 教室名

担 当 教 員
石原　一二三
松岡　清子

実務経験と
その関連資格

医療安全管理係長、医療安全管理者
国立京都病院、国立病院機構兵庫中央病院、国立病院機構やまと精神医療セン
ター等で計21年勤務　看護師

安全文化を担う看護職を目指す自己の課題とそのための研鑽について具体的に説明できることが、科目の最終目標です。そ
のために医療　安全を学ぶ意義と責務について既習の学習の確認及び臨地実習を通して体得できるようにして下さい。

使用教材

　
テキスト　P14～35

授業以外での準備学習
の具体的な内容

第
5
回

第
2
回

テキスト　P38～60
P75～79

テキストP19～28を読み
わからない言葉は調べ
ておく
医療法、保健師助産師
看護師法について調べ
ておく

第
3
回

テキストP140～
190

　
テキスト
P82～121

テキストP62～74を読み
わからない言葉は調べ
ておく

１．医療安全の意味と重要性
２．看護職の法的規定と医療安全

授業の
方法

第
1
回

講
義
演
習
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

国の医療安全対策の考え方、医療事故報告制度の意義につい
て説明できる

各コマに
おける

授業予定

１．国の医療安全の取り組み
３．国および医療関係団体の示す医療事故の定義と分類
４．医療安全管理体制　医療安全管理者の役割
５．医療事故報告制度

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

事故発生のメカニズムとリスクマネジメントの考え方について説明
できる

各コマに
おける

授業予定

１．事故発生のメカニズム
２．事故対策



第
14
回

第
12
回

第
13
回

授業を
通じての
到達目標

第
10
回

第
11
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

第
8
回

第
9
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

まとめ

各コマに
おける

授業予定

まとめ
終講試験

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

第
7
回

配布資料

事故分析（RCA演習）

第
6
回

第
15
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

事故分析の一手法（RCA）を実施できる

各コマに
おける

授業予定

配布資料

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容
授業の
方法 内　　　容

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

事故分析の必要性及び手法を説明できる

各コマに
おける

授業予定
1.whoからwhatへ　2.事故分析手法　　3.RCAの演習

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定


